
学 校 評 価 に つ い て 
香川県立笠田高等学校 

１． 学校評価年間計画 

 

 

 

１０月 中間評価（自己評価一覧表による） 

 

 

 

 

 

２．学校教育評価 

評価の種類 評価者 評価方法 

校務分掌･学年団の評価 各分掌部長､学年主任がまとめる 自己評価一覧表 

生徒による授業評価 生徒全員が､全科目を行う 授業アンケート 

生徒による評価 生徒全員が行う 学校教育評価票 

教職員による評価 教職員全員が行う 学校教育評価票 

保護者による評価 保護者全員が行う 学校教育評価票 

学校関係者評価 
学校関係者評価委員(学校評議員、

PTA会長)が行う 

第２回学校評議委員

会開催 

 

３．自己評価一覧表の作成(４月) 

（１）校務分掌・学年団の具体的目標、具体的方策 

・具体的目標は１～２項目程度 

・①総務部、②教務部、③人権・同和教育部、④特別活動部、⑤生徒指導部、⑥教育相談部、 

⑦進路指導部、⑧保健部、⑨農場部、⑩家庭部、⑪１年団、⑫２年団、⑬３年団 

 

４．公表 

(１) 保護者 

・ＰＴＡ評議員会、総会等で、学校教育目標・特色・現状と課題・重点目標等を公表する。 

(２) 学校評議員 

・学校評議員会で、学校教育目標・特色・現状と課題・重点目標等を説明する。 

(３）地域の方々 

 ・適宜ホームページ等で学校の取り組みを公表するとともに、笠田高等学校情報提供誌 

「笠高アクティブ１５」等で評価結果についても公表する。 

 

５．評価結果の活用 

(１) 評価結果を基に、次年度の重点目標を検討する。 

(２) 評価結果等については、公表する内容を検討の上、適宜、保護者、学校評議員及びホー

ムページ上に公表する。 

学年団・分掌ごとに重点目標・方策等を策定 

  （自己評価一覧表の作成） 
前年度の課題等 

生徒による評価 

保護者による評価 

教員による評価 

３月 年度末評価（自己評価一覧表による） 

本年度の課題と次年度の方策検討 学校関係者評価委員会による評価 


